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平成 28 年 3月、

岬小学校・三方中学校岬分校が休校となりました。

岬校の歴史はながく、明治 6年の雁翔小学校がその前身です。

昭和 57 年、各分校が統合され

「岬小学校・三方中学校岬分校」になりました。

当時の児童生徒数は 70 名近くでしたが、

全国的な少子化の流れで、3月時点での児童数は 5名。

4月からは梅の里小学校、

中学生は三方中学校本校へそれぞれ通学します。

感謝を胸に
まなびやとお別れ
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学校での思い出を教えてください 

　常神分校の古い校舎 (昭和44年入学 ) 、そして、

その窓から見える青海 。せまいグラウンドでの

三校合同運動会。にぎやかでした。 

校舎で思い出深い場所はありますか？

　子どもの学んだ岬小では、自分の学校時代 ( 常

神分校 ) にもあった堂本画伯の２つの大きな絵画

があるランチルームです 。

岬校はどんな存在ですか？

　地域がひとつになれる場所です 。

 

今後についてどのような思いをお持ちですか？

　不登校の子どもたちのための教育を受ける施

設や、農楽舎の漁業版のような施設、または老人

介護施設。地域の雇用も増え、地域発展につなが

ります。 

みさきふるさと祭り実行委員会委員長　
西本 治さん

岬小学校 PTA 会長　
小西 洋さん

休校によせて、お話をうかがいました。

学校での思い出を教えてください 

　学校の体育大会には地域のみなさまが集い、地

域の体育大会のように盛り上がったこと。修学旅

行で、奈良公園でシカにせんべいをやって、おい

かけられたことです。

校舎で思い出深い場所はありますか？

　校舎の中のすべてが思い出のある場所です。

岬校はどんな存在ですか

　岬校の良さは、お互いのことをよく理解し合

い、思いやりの心を感じるあたたかい雰囲気が常

にあったことです。「みんなで見守り、みんなで

育んでいく」地域の姿がありました。地域と家族

がひとつになり築き上げてきた伝統は、地域に

とってかけがえのない財産であると思います。

今後についてどのような思いをお持ちですか？

　地域の大切な宝物としていつまでも共有でき

るように、地域の方々が安心して働ける施設をつ

くりたいです。そして再び岬にあかりを灯したい

です。



　3月 27 日は岬小学校休校記念「み

さきふるさと祭り」が同校の体育館

で開催されました。歴代の先生方、

卒業生、地元の方々、約200人が集い、

母校の思い出話に花を咲かせました。

　岬保育所の子どもたちによるダン

ス、児童の岬ソーランなどのステージ発

表が行われ、最後は、青年チーム「岬よ

り愛をこめて」による「岬の宝」の演奏が行

われ、参加者全員で歌いました。手づくりの

歌詞で『小さい頃も大人な今もキレイだと自

慢できるこの景色』『休校になる寂しさより

も育ててくれた校舎にありがとう』と、ふ

るさと岬と岬校への熱い思いと感謝が込め

られていました。
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ふるさと祭り、にぎやかに開催。

別れを惜しむ休校式。

　3月 24日。休校を迎えた岬小学校・

三方中学校岬分校。肌寒くも、青い

空の広がる朝、紅白の垂れ幕で囲ま

れた体育館で厳かに行われました。

　森下町長、田辺教育委員長、清

水町議会議長、西本区長代表、小西

PTA 会長の挨拶のあと、小学生全員

のあいさつでは、岬小学校での生活を振

り返りました。

　参列者全員で校歌を斉唱し、最後に、6

年生の 3人が校旗を壇上からおろして校長

先生に手渡し、校長先生から玉井教育長に

手渡されました。

教室の机と椅子は、ショッピング
センターレピア内に移動、設置さ
れ、この新しい場所で活躍中。休
憩やお食事に使っていただき、岬
校のことを思い出してね。

教室の机と椅子は、ショッピング
センターレピア内に移動、設置さ
れ、この新しい場所で活躍中。休
憩やお食事に使っていただき、岬
校のことを思い出してね。
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岬校の沿革

＊＊＊ 雁翔小学校（小川） ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　明治０６年１２月　雁翔小学校を創設（海蔵院の一部を校舎にあてる）
　　　昭和１４年０４月　西田尋常高等小学校小川分教場となる
　　　昭和１６年０４月　西田村国民学校小川分教場となる
　　　昭和２２年０５月　西田小中学校小川分教場となる
　　　昭和２７年１１月　組合立八村中学校小川分校となる
＊＊＊ 雁翔小学校神子分教場（神子） ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　明治０６年１２月　雁翔小学校神子分教場創設（寺院をもって仮校舎にあてる）
　　　明治４１年０４月　小川尋常小学校神子分教場となる
　　　昭和１４年０４月　西田尋常高等小学校神子分教場となる
　　　昭和１６年０４月　西田村国民学校神子分教場となる
　　　昭和２２年０５月　西田小中学校神子分教場となる
　　　昭和２７年１１月　組合立八村中学校神子分校となる
＊＊＊ 雁翔小学校常神分教場（常神） ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　明治０６年１２月　雁翔小学校常神分教場創設（宗徳寺の一部を校舎にあてる）
　　　明治４１年０４月　小川尋常小学校常神分教場となる
　　　明治４３年０５月　常神尋常小学校として独立する
　　　昭和１４年０４月　西田尋常高等小学校常神分教場となる
　　　昭和１６年０４月　西田村国民学校常神分教場となる
　　　昭和２２年０５月　西田小中学校常神分教場となる
　　　昭和２７年１１月　組合立八村中学校常神分校となる
＊＊＊ 三方町立第二小学校各分校・三方中学校各分校 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　昭和２８年０４月　町村合併により三方町第二小学校の小川・神子・常神の各分校
　　　　　　　　　　　　および三方中学校小川・神子・常神の各分校となる
　　　昭和４４年０４月　岬小学校として独立　神子・常神に分校をおく
　　　昭和４４年１１月　岬小学校校歌制定
　　　昭和４９年０３月　校章制定、校旗作成
　　　昭和５４年０４月　文部省へき地複式教育研究指定校
＊＊＊ 三方町立岬小学校・三方中学校岬分校 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　昭和５７年０４月　校舎新築完成　鉄筋３階建 1508㎡ 体育館 624㎡ 校地 3863 ㎡ 
　　　　　　　　　　　　岬小学校・岬小学校神子・岬小学校常神の各分校および
　　　　　　　　　　　　三方中学校小川・神子・常神の各分校を統合し、
　　　　　　　　　　　　岬小学校及び三方中学校岬分校を新設する
　　　昭和５８年０９月　校門に鯱を一対設置
　　　平成０３年０９月　統合 10 周年記念体育大会開催　記念植樹（蘇鉄）をする
　　　平成１３年０９月　分校統合２０周年記念体育大会を実施する
　　　平成１５年０２月　「次世代ＩＴを活用した未来型教育研究開発事業」の実践発表会を開く
　　　平成１６年０２月　文部科学省指定 ( 平成１３～１５年度 )「次世代ＩＴを利用した未来型
　　　　　　　　　　　　教育研究開発事業」について実践研究報告会を実施する
＊＊＊ 若狭町立岬小学校・三方中学校岬分校 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　平成１７年０３月　旧三方町と旧上中町の合併により若狭町立岬小学校・三方中学校岬分校となる
　　　平成１８年０３月　堂本阿岐羅画伯絵画「駐車」「棘」を修繕する
　　　　　　　　　　　　また「峡谷清流」の寄贈を受ける
　　　平成１９年０４月　福井型コミュニティースクールの指定を受ける
　　　平成２０年０４月　特別支援学級「にじのこ学級」が新設される
　　　平成２４年０９月　岬校統合３０周年記念式典・講演会を実施する
　　　平成２５年０１月　第１１回トム・ソーヤースクール企画コンテスト学校部門最優秀賞を受賞
　　　平成２６年０３月　原子力災害対策施設整備事業校舎改修工事 ･非常用電気室工事 ･前庭遊具等移転
　　　平成２７年０３月　三方中学校岬分校が休校となる
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物件費
　16 億 8,158 万円

貸付金
　1,890 万円

積立費
　3,248 万円

維持補修費
　4,882 万円

人件費
　16 億 6,463 万円

扶助費
　7億 3,144 万円

補助費
　21 億 8,047 万円

公債費
　12 億 8,239 万円

繰出金
　11 億 7,503 万円

その他
　300 万円

投資および出資
　1,499 万円

諸収入
　1億 9,790 万円

繰入金
　4億 3,480 万円

寄付金
 3,031 万円

財産収入
　7,064 万円

使用料および手数料
　　1億 6,465 万円

分担金および負担金
　　　　6,188 万円

町税
　17 億 7,176 万円

地方交付税
　39 億 6,000 万円

国庫支出金
　6億 109 万円

県支出金
　9億 8,996 万円

町債
　7億 6,690 万円

地方譲与税 /地方消費税交付金
　　　　　3億 6,200 万円

その他
　4,960 万円

繰越金
　1億円

自主財源 ･･･ 町税など自ら確保できるお金
依存財源 ･･･ 地方交付税交付金や国、県からの支出金など、他の財源に頼るお金
※千円単位を切り捨てして金額を表示しているため、合計額と金額は一致しません。

一 般 会 計 95 億 6,153 万円

■性質別内訳

平成 28年度の当初予算を見てみよう
　平成 28年度の当初予算が決まりました。
　一般会計は 95億 6,153 万円で、前年度に比べ 3.9％の減額となっています。
　また、特別会計は 55億 1,546 万円、企業会計は 10億 4,198 万円を計上しています。

普通建設事業費
　7億 2,775 万円

デマンド運行事業

　地域おこし協力隊事業

健康増進事業 ( わがまち
健康づくり応援事業 他 )

3,618 万円

     1,807 万円

    287 万円

　きめ細かな移動手段である「デマンド型タクシー」を運行し、交
通弱者の需要に応じた交通体系を確立します。

　都市地域の意欲ある人材を受け入れ、新たな視点と柔軟な発想
力を活かした地域おこし活動を実践し、定住・定着を図ります。

 　健康づくりに関する知識や技術の普及啓発を行い、住民の主体
的に健康づくりに取り組む自主組織への支援などを行います。

　農地及び農道・水路等の農業用施設の維持管理や農村環境の保全
活動への補助を行います。

　三方五湖 PAから梅街道に接続する ( 仮称 ) 三方 PAスマート IC
を整備します。

1億 3,892 万円

1億 5,595 万円

多面的機能支払交付金事業

三方 PAスマート IC 整備事業

[ 平成 28 年度の主な事業 ]

歳 入歳 出

情情報報ＢＢＢＯＯＸＸ情情報報情情情報報報ＢＢＢＯＯＯＸＸＸ
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分　野 予　算　額 増減率
議　会　費 9,387 万円 △ 10.6%
総　務　費 12 億 8,512 万円 △ 16.0%
民　生　費 23 億 7,359 万円 3.0%
衛　生　費 12 億 5,826 万円 9.5%
労　働　費 2,694 万円 2.5%
農林水産業費 9億 6,697 万円 △ 13.6%
商　工　費 2億 2,960 万円 △ 7.0%
土　木　費 7億 8,397 万円 △ 16.4%
消　防　費 3億 8,427 万円 △ 0.2%
教　育　費 8億 7,351 万円 15.2%
公　債　費 12 億 8,239 万円 △ 7.5%
予　備　費 300 万円 0.0%

分　野 予　算　額 増減率
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 19 億 9,397 万円 △ 2.7%
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1 億 6,433 万円 0.0%
直 営 診 療 所 特 別 会 計 9,656 万円 13.6%
介 護 保 険 特 別 会 計 18 億 9,191 万円 1.9%
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 1 億 4,585 万円 △ 6.6%
農業者労働災害共済事業特別会計 197 万円 △ 7.2%
農業集落排水処理事業特別会計 3 億 9,937 万円 0.4%
漁業集落排水処理事業特別会計 　　3,700 万円 0.8%
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 5 億 6,430 万円 3.2%
町 営 住 宅 等 特 別 会 計 1 億 1,522 万円 △ 1.3%
土 地 開 発 事 業 特 別 会 計 1 億    494 万円 △ 26.8%

分　野 予　算　額 増減率
水 道 事 業 会 計 2 億 8,176 万円 △ 2.3%
工 業 用 水 道 事 業 会 計 7,362 万円 △ 1.4%
上 中 診 療 所 事 業 会 計 6 億 8,659 万円 △ 12.5%

特 別 会 計

企 業 会 計

55 億 1546 万円

10 億 4198 万円

※千円単位を切り捨てして金額を表示しているため、合計額と金額は一致しません。

■行政分野別内訳

解 説

【歳出】   ハード整備事業などの完了により、総務費が 16.0％、土木費が 16.5％減額となっています。学校 ICT 環境整備事業
　　　  などにより、教育費は 15.2％増額になっています。
【歳入】町税収入は横ばいですが、地方交付税が減少となっています。国庫支出金が 9.3％、県支出金も 21.8％減額してい
               ますが、ふるさと納税等により、寄付金が大きく増額しています。
【総論】  本町は、町税などの自主財源に乏しく、歳入の多くを地方交付税や国県支出金に依存しています。これからも歳入・
               歳出両面からの財政改善対策に取り組み、持続可能で健全な財政運営を目指します。

　梅の後継者・担い手育成を基本として、生産対策、消費販売促進
対策等の事業施策を梅振興ビジョンに基づき計画的に事業を推進し
ます。

405 万円若狭町梅振興ビジョン推進事業

里山里海湖ビジネス推進事業

国内・国外プロモーション活動
支援事業

学校 ICT 環境整備事業

上中中学校改修事業

260 万円

200 万円

1億 3,609 万円

1,890 万円

　誘客につながる施設の整備に対し補助事業を導入し、農家・漁家
の所得向上を図ります。

　訪日外国人観光客が増加している中、当町においても教育旅行だ
けでなく、一般の団体、個人旅行客の誘客も図ります。

　ICT 機器整備により、デジタル教材の活用を図るとともに、課題
解決学習やグローバル化社会に対応した教育の推進を図ります。

　学校施設の大規模改造の実施設計を行い、教育環境の充実と施設
の長寿命化を図ります。

※事業名称の先頭に「新」とあるのは、町として新たに取り組む事業です。

※上中診療所事業会計の増減率は、上中病院事業会計と比較を行っています。
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木造住宅の耐震改修工事をしませんか木造住宅の耐震改修工事をしませんか

人体への健康被害を起こすとされる
アスベスト（石綿）が、

建築物に含まれていないかを
調査する費用を、全額補助します。

補助額：調査費全額（消費税等は補助対象外）
　　　　1棟あたりの補助上限額は 25 万円。
　（一般的に 1棟あたり 8万円程度かかります。）

補助対象建築物：
　　以下の①～③の要件をすべて満たすもの
　　　①町内に所在する建築物
　　　②吹き付け建材が施工されている建築物
　　　③他の補助金の交付を受けていない建築物

問い合わせ：建設課 TEL 0770-45-9104

あなたの建物…
アスベストはありませんか？

①耐震診断と補強プラン作成（セットでの申し
込みになります）：福井県木造住宅耐震診断士
が住宅の耐震性能を診断し、性能が不十分な場
合は、具体的な補強方法や費用などの補強プラ
ンを作成します。

〔対象者〕
町内に昭和 56 年 5 月以前に着工した一戸建て
木造住宅を所有している方で、町の要綱で定め
る要件を満たす方
〔個人負担〕
10,000 円 ( １割負担 )

陸上自衛隊中部方面音楽隊による
演奏会を開催します。

■とき：6月 26 日（日）13:00 開場 14：:00 開演
■ところ：ハーモニーホールふくい
■入場：当選ハガキが必要です
■応募方法：往復ハガキでの応募
　希望者数（2名まで）氏名・年齢（本人、同伴者）
　・連絡先・車イス観覧の有無を記入の上、下記
　まで送付。
■応募〆切：5月 27 日（金）必着

応募・問い合わせ：自衛隊福井地方協力本部
〒 910-0019 福井県春山 1丁目 1-54

福井春山合同庁舎 10 階
TEL  0776-23-1910

自衛隊ふれあいコンサートのご案内

人体への健康被害を起こすとされる
アスベスト（石綿）が、

建築物に含まれていないかを
調査する費用を、全額補助します。

補助額：調査費全額（消費税等は補助対象外）
　　　　1棟あたりの補助上限額は 25 万円。
　（一般的に 1棟あたり 8万円程度かかります。）

補助対象建築物：
　　以下の①～③の要件をすべて満たすもの
　　　①町内に所在する建築物
　　　②吹き付け建材が施工されている建築物
　　　③他の補助金の交付を受けていない建築物

問い合わせ：建設課 TEL 0770-45-9104

あなたの建物…
アスベストはありませんか？

②耐震改修工事： 耐震改修工事にかかる費用の
一部を補助します。

〔対象住宅〕
耐震診断の結果、耐震性能が不十分とされた住
宅で、町の要綱で定める要件を満たす住宅
〔補助金額〕
耐震工事費× 23％（上限補助額 80 万円）
　平成 28 年度申請のもの。

情報ＢＯＸ

町の補助事業を活用して、家屋の耐震化を考えてみませんか？

問い合わせ：建設課  TEL  0770-45-9104

案 内

　　　

案 内

案 内
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　軽自動車税減免申請について

国土交通省では地域の方々との連携を深めるため
北川・遠敷川の河川愛護モニターを

募集しています。

■活動内容：河川の状況報告（月 1回）など
■委嘱期間：平成 28 年 7月 1日～平成 29 年
　6月 30 日まで（1年間）
■資格：20 歳以上で、直轄区間の北川・遠敷川
　から概ね 5キロ以内に住んでいる方。または
　通勤、　通学等でそれに準ずる環境にある方
■報酬： 月額４，５８０円（予定）
■申込締切： 平成 28 年 6月 2日（木）まで
　※詳細は福井河川国道事務所のHPに掲載して
　　いる実施要領をご覧ください。

問い合わせ：
福井河川国道事務所河川占用調整課

TEL  0776-35-2661

河川愛護モニターを募集します

「ママ・パパぽけっと（育児不安解消サポート事業）」
を開催します。

■日時：毎月第 1月曜日
（※ただし 4・5月は第 2月曜日、1月は第 3月曜日）
　　　　13：30 ～ 15：00
■場所：二州健康福祉センター
　5月・11 月は美浜町子育て支援センターで開催
■内容：臨床心理士やこころの相談医師、保健師
　などを交えて、育児不安を抱える保護者同士が
　自由に語り合う ( 個別相談も受けられます )
■対象：妊娠中・子育て中の方
■参加費：無料　予約制

問い合わせ：
二州健康福祉センター ( 敦賀市開町 6-5)

TEL 0770-22-3747

ママ・パパぽけっとのお知らせ

国土交通省では地域の方々との連携を深めるため
北川・遠敷川の河川愛護モニターを

募集しています。

■活動内容：河川の状況報告（月 1回）など
■委嘱期間：平成 28 年 7月 1日～平成 29 年
　6月 30 日まで（1年間）
■資格：20 歳以上で、直轄区間の北川・遠敷川
　から概ね 5キロ以内に住んでいる方。または
　通勤、　通学等でそれに準ずる環境にある方
■報酬： 月額４，５８０円（予定）
■申込締切： 平成 28 年 6月 2日（木）まで
　※詳細は福井河川国道事務所のHPに掲載して
　　いる実施要領をご覧ください。

問い合わせ：
福井河川国道事務所河川占用調整課

TEL  0776-35-2661

河川愛護モニターを募集します

「ママ・パパぽけっと（育児不安解消サポート事業）」
を開催します。

■日時：毎月第 1月曜日
（※ただし 4・5月は第 2月曜日、1月は第 3月曜日）
　　　13：30 ～ 15：00
■場所：二州健康福祉センター
5月・11 月は美浜町子育て支援センターで開催
■内容：臨床心理士やこころの相談医師、保健師
などを交えて、育児不安を抱える保護者同士が
自由に語り合う ( 個別相談も受けられます )
■対象：妊娠中・子育て中の方
■参加費：無料　予約制

問い合わせ：
二州健康福祉センター ( 敦賀市開町 6-5)

TEL 0770-22-3747

ママ・パパぽけっとのお知らせ

　身体や精神に障がいのある方で、一定要件を満
たす場合に、所有する軽自動車などに対して減免
制度があります。対象になる方は税務住民課へ申
請してください。

■該当車両
①障がい者本人が所有する車両（障がい者と生計
を一にする方が運転する場合はその障がい者の通
院や通学、生業などに使用する車両）
② 18 歳未満の障がい者と生計を一にする方が所有
し、専らその障がい者の通院や通学、生業などに
使用する車両

※軽自動車、普通車合わせて一人一台のみ対象で
すので、普通車にて減免を受けている方や、軽自
動車についても２台目の減免を受けることはでき
ません。

■申請に必要なもの
①車検証
②運転免許証
③所有者の個人番号カード（通知カード）
④身体障害者等手帳
⑤印鑑

■申請期限：平成２８年５月２４日（火）
　※期限を過ぎた場合は減免対象となりません。

問い合わせ：税務住民課　TEL  0770-45-9101

案 内

案 内募 集
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あじさいマラソンに伴う通行止めのお知らせ

6 月 5 日（日）に開催予定の
「第 12 回わかさあじさいマラソン」は、
野木小学校から海士坂までの県道と町道が

コースとなります。
そのため、大会当日の午前中は、

上野木交差点から海士坂までの県道と町道が
全面通行止めになります。

ご迷惑をおかけしますが、ランナーの安全を
確保するためにご協力をお願いします。

皆さんのご理解と、
沿道からの温かいご声援をお願いします。

問い合わせ：わかさあじさいマラソン大会事務局
（教育委員会事務局内） 　
 TEL  0770-45-2222

ふるさと納税でご寄付いただいたお金は、三方五湖などの自然環境の保全、
熊川宿などの歴史文化遺産の保全や子育て支援などに使わせていただきます。

たくさんの寄付をありがとうございました。

【２月にふるさと納税していただいた方】

丸井 元二郎様、西澤 永晃様、神谷 健様、下田 直彦様、真崎 史嗣様、宮崎 純哉様、成瀬 正彦様、
大野 勇人様、具志 勉様、西川 達也様、加藤 卓浩様、平田 和範様、斉藤 循子様、利根川 太郎様、
大倉 賢典様、黒瀬 信行様、長岡 伊織様、森口 明香様、菊池 知子様、荻野 寿久様、橋本 健次様、
山口 正人様、石井 佑樹様、石川 穣様、片山 公則様、仲本 幸平様、江畑 康史様、他匿名 58 名様

　【２月のふるさと応援寄付金額】
１，６８５，０００円

問い合わせ：総務課　TEL 0770-45-9109
申し込み：町のホームページ、ふるさとチョイス

若狭町への応援　ありがとうございます

情報ＢＯＸ

　 　

案 内

案 内



　 　

高齢者向け給付金について

11

報 告

一億総活躍社会の実現に向け、
賃金引き上げの恩恵が及びにくい
高齢者の方を支援します。

■高齢者向け給付金支給対象者：
　平成 27 年度臨時福祉給付金の支給対象者の
　うち、平成 28 年度中に 65 歳以上になる方
　※給付金の支給対象の可能性のある方には、
　　5月中旬に申請書を送付予定です。
■支給額：1人につき 3万円
■申請期間：平成 28 年 5月 16 日 ( 月 ) ～
　　　　　　平成 28 年 8月 31 日 ( 水 )
　※期間の変更が発生する場合があります。

問い合わせ：福祉課　TEL  0770-62-2703

案 内

　 　

知事賞を受賞しました

給付金を装った不審な電話が発生しています。

" 振り込め詐欺 "や " 個人情報・
マイナンバーの詐取 "にご注意ください。

■ 給付金の申請にマイナンバーは必要ありません。
■市町村や厚生労働省などが ATM（銀行・コンビニな
　どの現金自動支払機）の操作をお願いすることは、
　絶対にありません。
■ ATMを自分で操作して、他人からお金を振り込んで
　もらうことは絶対にできません。
■市町村や厚生労働省などが、「高齢者向け給付金」を
　支給するために、手数料の振込を求めること等は絶
　対にありません。
■市町村や厚生労働省（の職員）などをかたった不審
　な電話や郵便があった場合には、お住まいの市町村
　や警察署（警察相談窓口電話（#9110））にご連絡く
　ださい。

平成 27 年度「福井県広報コンクール」に
おきまして、「広報わかさ 2016 年 12 月号」が

町部門知事賞を受賞しました。

住民のみなさまには、
日頃から紙面の作成にご協力いただき
ありがとうございます。引き続きご意見、

情報のご提供など、よろしくお願いいたします。

問い合わせ：総務課　TEL 0770-45-9109

　 　

あなたの笑顔が輝きますように！

若狭町では平成 24 年度より、
子どもから若者（0歳～おおむね 40 歳）と
その家族の方を対象にした総合相談窓口として
「子ども・若者サポートセンター」を

開設しています。

自分自身のこと、ご家族のことなどで
お悩みごとを抱えておられる方…

「どうしたらええんやろぉ…」とひとりで
悩んでいませんか？　

そんなとき、少し勇気を出して、下記まで
お電話ください ( 個人の秘密は固く守ります。

相談者の年齢は問いません )。

問い合わせ：若狭町子ども・若者サポートセンター
　　上中庁舎 2階（上中診療所側）
　相談受付：8：30 ～ 17：00
直通電話：0770-62-2886

案 内
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くらしのカレンダー問い合わせ

TAX　TAX　TAX　TAX　TAX　TAX
納付のお知らせ

POPULATION  POPULATION  POPULA
人 の う ご き

今月の表紙

赤 ち ゃ ん
BABY　BABY　BABY　BABY　BABY

情報ＢＯＸ
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くらしのカレンダー
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若狭町観光振興ビジョンの答申が行われました

　昨年 7 月 15 日から毎月 1 回の策定委員会を
経て、3 月 28 日、若狭町観光振興ビジョンに
ついて町長に答申が行われました。 
　観光振興ビジョン策定委員会の岡勝之委員長
は、「観光のまちづくりを進めるためには、観
光に対する住民の理解を得ることが必要となる
ので、観光振興ビジョンの内容を観光関係者だ
けでなく、広く一般の住民にも周知することが
必要」と話し、また「豊富な食材や豊かな自然、
歴史・文化等、若狭町固有の宝 ( 地域資源 ) を
十分に活用し、多くの人々との交流を通して、
住民が地域・町への “誇り ” と “ 生きがい ”を

持ち、暮らしを高め、ほんものの魅力を提供
できる町となるよう『住んでよし、訪れてよ
し、食べてよし』の若狭町らしい魅力的な観
光まちづくりを推進してください」などと添
え、答申しました。
　また、ビジョン策定委員会と同時に、「おも
てなし」とはどういうものかを掘り下げて考
えるワークショップも行われ、その成果とし
て、観光関係者自身がおもてなしを考えるきっ
かけとして手に取る「おもてなし本」を作成し、
ビジョンと共に町長に手渡されました。この
本は今後、観光関係者に配布される予定です。

森下町長に答申書を手渡す岡委員長
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鯖街道の食文化、未来へ！
　国際シンポジウム「振り返れば未来の道・発
酵街道」が、3月 11 日～ 13 日、パレア若狭と
熊川宿を中心に開催されました。発酵食文化が
盛んなイタリアや滋賀県など国内外の地域と連
携し、若い世代への文化の継承や地域活性化を
目指しました。
　「若狭から京への鯖街道の一体的連携の復活」、
「若狭の海の幸を原点とした伝統食の発掘」、「和
食の世界に向けた産業推進」を三本柱に、町と
熊川宿生き活きプロジェクト実行委員会が開催
しました。
　1日目は元 NHK アナウンサーの松平定知さん
が「天下獲りのターニングポイント」と題した

学習しました。松宮由奈さんは「菌は悪いもの
だと思っていたけど、人のからだに良い働きを
していることが分かった」と新しい発見を楽し
んでいる様子でした。

　2日目最初のプログラムは「外国人料理教室」
と題し、滋賀県東近江市の農家レストラン「野
菜花」の山本弘子さんが、鮒寿司の作り方の実
演を行いました。熊川宿体験交流施設「与七」
前に置いたテーブルの上で、二ゴロブナのうろ
こを取り、口から内臓を引っ張って取り出した
後、中に塩を詰め込んで樽に並べて塩蔵し、3

基調講演を行ったほか、琵琶湖の食や環境保全
に取り組む藤井絢子さん ( 近江八幡市 ) による活
動の紹介、イタリアのチェターラ市長セコンド・
スクイッツァートさんらによる、各国の食文化
を紹介するパネルディスカッションなどが行わ
れました。県内外から約 400 人が参加し、食文
化について理解を深めました。
　パレア若狭のキッチンスタジオでは「キッズ
サイエンスコミュニケーション」を開催。越後
長岡味噌醸造たちばな本舗の南直樹 代表取締役
らによる、微生物の働きを学ぶワークショップ
が行われ、瓜生小学校 4年生が参加。子どもた
ちは、こうじや大豆などを手にとって香りや味
を確認して顕微鏡で観察するなどし、微生物が
食べ物のうまみに重要な働きをすることなどを

松平さんの講演の様子

キッズサイエンスコミュニケーション

か月後には塩を洗い出し、次はごはんを詰め込
んで樽漬けする一連の作業を紹介しました。
　シンポジウム参加者のイタリアチェターラ市
長、リトルクッチーナオーナーシェフの佐藤夢
之介さんら他、通りがかりの熊川宿観光客も、
山本さんの手元を覗きこみ、塩はどんなものを
使うのかなど質問していました。

　若狭・鯖街道うまいもん食フェアも開催され、
海外からの留学生がそば打ちを体験。また午後
からは花嫁行列も再現され、鯖街道熊川宿は終
日多くの人でにぎわいました。
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消防協力者に感謝状を贈呈

　敦賀美方消防組合は 3月 10 日、火災の早期発
見、通報、初期消火に協力して被害を最小限に
止めたとして、若狭町小川の安原康雄さん、安
原正年さん敬子さんご夫婦、松本一成さんの 4
名に感謝状を贈りました。
　火災は小川区の住宅で平成 28 年 2 月 4 日午
後 9時 40 分頃発生し、4名は 119 番通報や消火
器とバケツを使用した初期消火を協力して行い、
火を消し止めました。現場は木造建物が密集す
る地域でもあり、4名の活動がなければ大火に
なっていた可能性も十分にありました。
　同組合の谷口勝消防長が感謝を伝えたのに対
し、4 名は「誰もが同じことをしていたはず。
感謝状をもらうなんて」と言っておられました。

　梅が咲き誇る 3月 12 日・13 日、梅の里会館と
西田公民館で JA 敦賀美方「梅まつり」が開催さ
れました。梅干しや梅酒、デザートなどが所狭し
とテントに並び、多くの観光客が買い物を楽しみ
ました。今年は梅の里地域づくり協議会が県の研
究機関に協力を依頼し、多彩な催しが行われまし
た。海浜自然センターのタッチプールでは、ヒト
デなど海の生き物と触れ合う家族連れの姿が見ら
れました。
　西田公民館で同時開催された作品展には、スプ
レーで月などを描いた幻想的なタッチの絵や、細
部にこだわった手芸作品、子どもたちの書など
200 点を超える住民の力作がずらりと並び、訪れ
た子どもたちは「◯◯ちゃんのお母さんが作った
人形だね」と楽しそうに鑑賞していました。 

催 し 多 彩 に！ 梅 ま つ り

携帯性に優れた投光機寄贈

　3月 8 日、デンヨー株式会社福井工場から若
狭町役場へ、エンジン投光機が 1台寄贈されま
した。
　今回寄贈されたエンジン投光機は重さ約 13kg
と携帯性に優れており、消防団の操法訓練や災
害時での活用が期待されます。 
　三方消防署で行われた贈呈式には、同社 川西
哲雄 製造部長、森下裕町長、村田辰宏 三方消
防署長などが出席しました。森下町長は「町の
優良企業として貴社を誇りに思っている。エン
ジン投光機は三方消防署で長く充分に活用して
いって欲しい」と謝辞を述べました。 
　同社は平成 27 年度、地域防災力の向上に寄与
されている事業所として、消防団活動優良事業
所知事表彰を受けられました。

左から、安原康雄さん、安原正年さん、松本一成さん

桜を買い求める観光客

エンジン投光機を前に記念撮影



まちの話題

道の駅一周年記念にぎやかに

　道の駅「三方五湖」が 3月 21 日に 1 周年を迎
えたことを記念し、感謝祭「シマシマ縁日」が開
催されました。
　ぼた餅やフグ汁の振る舞いのほか、特産品の販
売や餅まきなどが行われ、若狭町ならではの味を
求める大勢の観光客で終日賑わいました。
　同道の駅の宇野早希店長は、「予想を遥かに超
えるお客様にお越しいただいた。今後は軽トラ市
の継続や来店者特典など、地元のお客様にも多く
足を運んでいただけるよう、楽しい企画を考えて
いきたい」 と感謝と抱負を語りました。

異文化交流へＬｅｔ’ｓ豪！

　毎年恒例のオーストラリア派遣研修 Let’s 豪「夢
大陸」が開催され、3月 23 日から 31 日までの 9
日間、町内の中学生 24 人と成年リーダー 5人が
オーストラリアのハネリカファームを訪れました。
　3月 23 日には結団式が行われ、三方中学校の
坂口里

り く
空さんが「積極的に話さなければ何も伝わ

らない。自分の目標を達成できるよう、自分から
話して頑張りましょう」と、決意の言葉を述べま
した。
　全員バスに乗り込み、小松空港からオーストラ
リアへ飛び立ち、現地で 6日間ファームステイプ
ログラムで研修し、シドニー観光などを終え、無
事 31 日に帰国しました。

　3月 17 日、卒業を迎えた野木小学校 6年生の
思い出の品をタイムカプセルに入れて埋める作業
が行われました。
　これは、野木地区地域づくり協議会が子どもた
ちに、生まれ育った地域に愛着を持って、この地
で暮らしてほしいという思いを込め、タイムカプ
セルを準備したもので、これから毎年野木小学校
の卒業生を対象に取り組んでいくものです。カプ
セルは、8年後の成人式の年に、卒業生みんなで
開ける予定です。
　竹村侑

ゆうき
己くんは「二十歳の自分に向けた手紙と、 

今は言えない秘密…を書いた 。成人式で開封する
のがとても楽しみ」と笑顔で話してくれました。 

未来で会おうねタイムカプセル
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タイムカプセルを埋める子どもたち

大勢の観光客で賑わう道の駅三方五湖

期待を胸に、いざ出発！



「明倫保育園」はじまります

　4月 2 日、若狭町サンレイク観光会館 (JR 三方
駅舎 ) のリニューアル工事の竣工記念式典が開催
されました。式典で森下町長は「この場所が若狭
町を訪れた多くのみなさんに喜んでご利用いただ
ける憩いの場として、また地域住民のみなさんの
活動拠点となることを願います」と式辞を述べま
した。
　施設内のコミュニティカフェ「きらやま茶屋」
は障がい者の就労の場として、地元の食材を使っ
たランチや軽食を提供します。
　2階の会議室は、お年寄りや子どもを連れての
親子どうしの集いの場、趣味の場としての活用も
期待されています。

　4月 1日から、若狭町立明倫保育所が民営化さ
れ「社会福祉法人 明倫福祉会 明倫保育園」とな
ることに伴い、4日、引渡し式と開園式・入園式
が行われました。新入園児や保護者ら約 90 人が
参加しました。
　明倫保育所は園児数の減少から統合が検討され
ていましたが、地域住民が社会福祉法人「明倫福
祉会」を立ち上げ、存続に向け活動してこられま
した。町内保育所の民営化は、梅の里保育園につ
づき 2例目となりました。

リニューアル駅舎つどいの場に
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　引渡し式では、森下町長から同会の河合岩暢理
事長に保育園の建物や備品などの目録が手渡され
ました。
　森下町長は「これまでと同じように地域の中で
愛情を持って子育てをしていただき、子どもたち
は地域の担い手としてがんばってほしい」と話し、
河合理事長は「園児たち一人ひとりが幸せで立派
な社会人になってくれることを願います」と挨拶
しました。
　名前を呼ばれて元気よく返事をした新入園児た
ちに、子どもたちから歌とペンダントのプレゼン
トが贈られました。
　

テープカットを行う森下町長ら

森下町長から河合理事長に目録が手渡されました

元気よく返事をする子どもたち
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